
児童館においでよ児童館においでよ児童館においでよ：２：２：２
４月から介護保険制度が変わりました：６４月から介護保険制度が変わりました：６４月から介護保険制度が変わりました：６
軽自動車税の納付がコンビニでもできます：12軽自動車税の納付がコンビニでもできます：12軽自動車税の納付がコンビニでもできます：12
春のヒトコマ集めてみました：18春のヒトコマ集めてみました：18春のヒトコマ集めてみました：18

●「社協だより」が折り込まれています。●「社協だより」が折り込まれています。●「社協だより」が折り込まれています。
＊川越市ホームページ＊川越市ホームページ＊川越市ホームページ（（（http://www.city.kawagoe.saitama.jp/）でも広報川越をご覧になれます。http://www.city.kawagoe.saitama.jp/）でも広報川越をご覧になれます。http://www.city.kawagoe.saitama.jp/）でも広報川越をご覧になれます。

ハナミズキ（芳野台１丁目）ハハナミズキ（芳野台１丁目）ハナミズキ（芳野台１丁目）
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平成18年５月10日平成18年５月10日平成18年５月10日
（毎月10日・25日発行）（毎月10日・25日発行）（毎月10日・25日発行）
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児童館は、子どもたちが安心して遊べる施設です。市内の児童館は、上の「児童センター・こど
もの城」と下の「川越駅東口児童館」の２つ。乳児～17歳を対象に、午前９時30分から午後５時
30分の間、開館しています。どちらも、楽しい催しが盛りだくさん。このコーナーに掲載する写真
を撮りに行ったら子どもたちの笑顔がいっぱいで、たくさんシャッターを切ってしまいました。
写真の下に名称があるのが、各館の主催事業です。日程などについては、毎月25日発行の広報川

越に掲載している「じどうかん・いんふぉめーしょん」をご覧ください。

５月５日～11日は、児童福祉週間

休館日…月曜日（祝日・休日の場合は翌日休館）
駐車場…14台（無料）

みんなであそぼう１・２・３

つくってあそんで

天体観望会

人形劇

とびだせあそび
「室内あそび」

親子ふれあい体操
おもちゃの病院

児童センター・こどもの城児童センター・こどもの城児童センター・こどもの城
石
いし

原
わら

町
まち

１丁目41－２・℡225－7289

プラネタリウム（有料・100円）
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児童館においでよ
わくわく!! どきどき ))

ブロック×ブロック

人形バラエティショウ

あったかわいわいライブ

運動あそび

ジャンボ紙芝居

子ども将棋大会

あそびの玉手箱

とびだせあそび
「工作教室」

休館日…火曜日（祝日・休日の場合は翌日休館）
駐車場…20台（有料・最初の30分は無料）

川越駅東口児童館川越駅東口児童館川越駅東口児童館
菅
すが

原
わら

町
まち

23－10・℡228－7719



昨年行われた、第３回かわごえ環境フォーラム昨年行われた、第３回かわごえ環境フォーラム昨年行われた、第３回かわごえ環境フォーラム

歩道が整備された、市民の森第１号（小堤）

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
事
業
推
進

「
川
越
市
環
境
基
本
計
画
」
を

は
じ
め
と
す
る
各
種
の
計
画
に
基

づ
き
、
環
境
に
関
す
る
事
業
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
将
来
に
向
け
て
良
好

な
環
境
を
保
全
し
て
い
く
た
め
、

市
民
・
事
業
者
・
民
間
団
体
・
行

政
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
と
役
割

を
明
ら
か
に
す
る
条
例
の
制
定
に

向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

も
さ
ら
に
重
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
さ
れ

る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
削
減
す

る
た
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
や

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
、
公
共

施
設
だ
け
で
な
く
市
全
域
で
推
進

し
ま
す
。

ま
た
、
身
近
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
あ
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
意
識

の
向
上
に
も
つ
な
が
る
太
陽
光
発

電
の
導
入
を
、
さ
ら
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

ご
み
の
減
量
・
資
源
化

ご
み
の
排
出
量
を
抑
制
す
る
た

め
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器
包
装
な
ど
の
分
別
収

集
を
実
施
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
も

平
成
七
年
度
の
13
・
９
パ
ー
セ
ン

ト
か
ら
同
十
六
年
度
に
は
24
・
１

パ
ー
セ
ン
ト
と
向
上
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
ご
み
の
減
量
化
・
資

源
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ご
み

自
体
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
、
物

を
大
事
に
長
く
使
っ
た
り
、
簡
易

包
装
を
進
め
た
り
な
ど
の
啓
発
活

ご
み
の
不
法
投
棄
や
い
わ
ゆ
る

「
ポ
イ
捨
て
」
に
対
処
す
る
た
め
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
体
に
な
っ
て

監
視
体
制
を
確
立
し
ま
す
。
不
法

投
棄
を
防
止
す
る
効
果
も
期
待
で

き
る
、
自
主
的
な
清
掃
活
動
に
つ

い
て
も
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

自
然
環
境
の
保
全

都
市
化
に
伴
う
開
発
や
相
続
な

ど
に
よ
り
、
雑
木
林
な
ど
の
身
近

な
緑
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
貴
重

な
緑
地
を
保
全
す
る
た
め
に
、
保

存
樹
林
や
市
民
の
森
の
指
定
な
ど

を
進
め
ま
す
。
加
え
て
、
良
好
な

都
市
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
公

共
施
設
や
道
路
の
緑
化
を
進
め
、

緑
の
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
水
辺
を
活
用
し
た
啓
発

事
業
を
実
施
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
良
好
な
水
辺
環
境
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
き
ま
す
。

生
活
環
境
の
保
全

快
適
な
生
活
環
境
を
保
全
す
る

た
め
に
、
水
質
・
土
壌
・
大
気
な

ど
の
汚
染
状
況
を
監
視
し
、
発
生

源
へ
の
継
続
的
な
指
導
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど
の

環
境
汚
染
物
質
へ
の
対
策
も
進
め

て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
政
策
企
画
課
政
策

担
当
・
℡
内
線
２
１
１
２

本
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や
活

動
が
、
で
き
る
だ
け
環
境
に
負
荷

を
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

の
認
証
を
取
得
し
た
川
越
市
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
基
づ

き
、事
業
や
活
動
を
見
直
し
ま
す
。

各
主
体
の
参
加
の
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り

環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
、

さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と
協
働
し
て
展

開
し
ま
す
。
本
市
は
、
市
民
・
事

業
者
・
民
間
団
体
・
行
政
で
構
成

さ
れ
る「
か
わ
ご
え
環
境
ネ
ッ
ト
」

な
ど
と
共
に
、
環
境
保
全
に
向
け

た
活
動
や
情
報
発
信
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
市
民
意
識
の
向
上
を

図
る
た
め
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

で
参
加
で
き
る
体
験
型
の
環
境
学

習
を
充
実
し
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

異
常
気
象
や
海
面
の
上
昇
な

ど
、
人
の
健
康
や
生
態
系
へ
被
害

を
も
た
ら
す
地
球
温
暖
化
に
対

し
、
身
近
な
地
域
で
の
取
り
組
み

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

廃
棄
物
の
適
正
処
理

家
庭
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
一

般
廃
棄
物
は
、
東
清
掃
セ
ン
タ
ー

（
芳よ

し

野の

台だ
い

二
丁
目
）
と
西
清
掃
セ

ン
タ
ー
（
笠か

さ

幡は
た

）
で
焼
却
な
ど
の

処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
西
清
掃

セ
ン
タ
ー
は
建
設
か
ら
二
十
七
年

が
経
過
し
、
施
設
の
老
朽
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
循
環

型
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
新
清
掃
セ

ン
タ
ー
の
早
期
建
設
に
向
け
て
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

第
三
次
川
越
市
総
合
計
画

ひ
と
、
ま
ち
、
未
来
、
み
ん
な
で
つ
く
る
　
い
き
い
き
川
越

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第
三
次
川
越
市
総
合
計
画
が
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
回
は
、「
第
五
章
　
人
と
自
然
が
と
も
に
生
き
る
、
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち-

環
境-

」
を
紹
介
し
ま
す
。
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こ
の
ナ
ン
バ
ー
に
生
か
さ

れ
て
い
る
。
川
越
婦
人
バ

レ
ー
「
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｔ

ビ

ー

ト

」
で
、
同
じ
目

標
を
持
つ
仲
間
と
共
に
、
全
国
大

会
準
優
勝
、
関
東
大
会
優
勝
と

「
広
報
川
越
」
の
紙
面
で
扱
っ
て

頂
い
た
だ

き
、
そ
の
時
の
喜
び
を
そ
の

ま
ま
に
「
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｔ
」
で
私
の
人

生
そ
の
も
の
の
バ
レ
ー
に
身
を
お

き
た
い
。
背
中
の
「
10
」
に
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
を
重
ね
合
わ
せ
、

前
進
し
て
い
き
た
い
。

村
浩
子
（
小
仙
波
町
二
丁
目
）

■
広
報
川
越
か
ら

平
成
十
三
年
七
月
十
日
発
行
の

広
報
川
越
で
、「
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｔ
」
を

紹
介
し
ま
し
た
。
今
も
覚
え
て
く

れ
て
い
る
こ
と
を
、
広
報
担
当
と

し
て
あ
り
が
た
く
感
じ
ま
す
。
頑

張
っ
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
を
応

援
す
る
こ
と
も
、
広
報
の
使
命
。

こ
れ
か
ら
も
、
魅
力
あ
る
紙
面
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◎
　
　
　
◎
　
　
　
◎

現
在
、
川
越
市
在
住
で
す
が
、

以
前
は
、
八は

ち

王お
う

子じ

市
、
名な

古ご

屋や

市
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
転
勤
で
、
八
王
子
か
ら

名
古
屋
に
行
っ
た
時と

き

に
は
、「
多

摩
」
ナ
ン
バ
ー
が
恋
し
く
、
名
古

５ 広報川越№1126・2006.５.10 川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/

いつも「広報川越」

をご覧いただき、あり

がとうございます。今

回から、「舟橋市長に

提案」のコーナーと交

互に、市長として市民

の皆さんに、ぜひお知

らせしたいことを「市

長通信」として書いて

いきます。

振り込め詐欺の延長事件にご注意
私の身近な高齢の女性の所へ、変なハガキが届

きました。題名が「民法指定消費料金未納分訴訟

最終通知書」という、何だかわからないものです。

内容は、裁判が起こされていて、このまま過ごす

と給与や不動産を差し押さえますよということ

で、この件については差出人である「法務局共同

事務センター」で裁判取り下げなどの相談を承っ

ているという意味のものです。

差出人の住所も、千
ち

代
よ

田
だ

区
く

霞
かすみ

ケ
が

関
せき

１丁目１番

地という普通の人が驚くような場所を使い、受け

取った方は驚いて電話する可能性がありますが、

これはでたらめな内容で、振り込め詐欺に始まる

一連の詐欺事件の延長であることは明らかです。

日本では、裁判については直接裁判所から連絡し

てくるもので、法務局は連絡してきません。電話

も個人のものと思われます。

聞いた話では、電話を受けた相手方は「弁護士

に電話を回す」と言って、弁護士役が登場するそ

うです。詐欺の役者が何人か登場して、ごまかす

ようです。最後にあっせん料か何か、金銭の要求

になると思うので相手にしないでください。

振り込め詐欺が多様化して、市の生活情報セン

ターには、「民事訴訟通達管理局」「民事訴訟通

達総合センター」「民事管理事務局」「管理監督

支援センター」など、数十種類の似たような名前

が使われているとの連絡があるそうです。いずれ

もでたらめで、そんな役所はありません。心配な

方は、市の法律相談か、アトレにある生活情報セ

ンターでご相談ください。

市市長長通通信信 第１号

あ
て
先
＝
〒
３
５
０-

８
６
０
１
川
越
市
役
所
広
聴
広
報
課
「
デ
ュ
エ
ッ
ト
係
」
▼
フ

ァ
ク
ス
＝
２
２
５-

２
８
９
５
▼
Ｅ
メ
ー
ル
＝in

fo
@
city.kaw

ag
o
e
.saitam

a.jp

＊
必
ず
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

＊
匿
名
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

Duet

デ
ュ
エ
ッ
ト

広
報
川
越
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す

屋
か
ら
川
越
に
来
た
時
に
は
、

「
名
古
屋
」
ナ
ン
バ
ー
が
恋
し
く

な
り
ま
し
た
。
た
か
が
車
の
ナ
ン

バ
ー
で
は
あ
り
ま
す
が
、
他よ

所そ

に

行
き
、
以
前
の
地
区
ナ
ン
バ
ー
に

す
れ
違
い
ま
す
と
、
な
ぜ
か
故
郷

の
人
に
逢あ

っ
た
よ
う
な
、
懐
か
し

く
、
不
思
議
な
想お

も

い
に
と
ら
わ
れ

る
も
の
で
す
ね
。

井
上
好
行
（
吉
田
新
町
一
丁
目
）

■
広
報
川
越
か
ら

十
月
十
日
火
、
待
望
の
川
越
ナ

ン
バ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
川

越
出
身
で
他
の
地
域
に
住
ん
で
い

る
方
が
、
ナ
ン
バ
ー
を
見
て
、
川

越
の
事
を
思
い
出
し
て
く
れ
る
と

う
れ
し
い
で
す
ね
。

◎
　
　
　
◎
　
　
　
◎

＊
ふ
り
が
な
は
、
広
聴
広
報
課
で

付
け
ま
し
た
。

「

」

川越市長・舟橋功一



ど
を
防
止

高
齢
者
ひ
と
り
ひ
と
り
の
状
態
に

応
じ
た
、
介
護
予
防
プ
ラ
ン
の
作

成問
い
合
わ
せ
…
高
齢
者
い
き
が
い

課
地
域
包
括
担
当
・
℡
内
線
２

５
５
４

●
要
支
援
・
要
介
護
で
な
い
高
齢

者
が
対
象

②
介
護
予
防
事
業
を
始
め
ま
す

要
支
援
・
要
介
護
に
な
る
お
そ

れ
の
あ
る
高
齢
者
を
対
象
に
、
運

動
機
能
の
向
上
や
栄
養
改
善
な
ど

の
介
護
予
防
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で

も
健
康
で
生
き
生
き
と
過
ご
せ
る

よ
う
、
公
民
館
な
ど
の
身
近
な
場

所
で
介
護
予
防
の
普
及
・
啓
発
事

業
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
総
合
保
健
セ
ン
タ

ー
成
人
保
健
係
・
℡
２
２
９-

４
１
２
４

介
護
予
防
の
た
め
に

●
要
介
護
の
方
を
除
く
高
齢
者

（
65
歳
以
上
）
が
対
象

①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
新

設
し
ま
し
た

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
介
護
保
険
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

市
内
に
六
つ
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
同
セ

ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん

が
介
護
を
必
要
と
し
な
い
生
活
を

続
け
て
い
け
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
お
手
伝
い
を
継
続
的
に
行
い

ま
す
。
ま
た
、
介
護
予
防
に
関
す

る
情
報
提
供
な
ど
の
支
援
を
し
ま

す
。

主
な
業
務
内
容

高
齢
者
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
対
応

高
齢
者
の
権
利
を
守
り
、
虐
待
な
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要支援 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

４
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

四
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
見
直
さ
れ
、
介
護
予
防
に
重
点
を
お
い
た
制
度
に
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

介
護
や
支
援
が
必
要
に
な
っ
た
方
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
従
来
の
制
度
か
ら
変
更
し
た
点
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

改正前

改正後

③要介護度の区分

川越市地域包括支援センター小仙波 小仙波947－１ ℡227－7878・FAX227－5188
川越市地域包括支援センター連雀町 連雀町31－２ ℡229－5332・FAX227－4026
川越市地域包括支援センターケアハイツ 古谷本郷1475－１ ℡230－2388・FAX236－0757
川越市地域包括支援センターみずほ 今福2745 ℡241－3676・FAX241－5449
川越市地域包括支援センターかすみ 安比奈新田283－１ ℡234－8181・FAX234－8182
川越市地域包括支援センターみなみかぜ 吉田204－２ ℡239－0003・FAX234－6132

①市内の地域包括支援センター

新しい介護保険制度

従来の介護保険

介護予防

元気な方 要支援となる
おそれのある方 要支援の方要支援の方要支援の方 要介護の方要介護の方要介護の方

① ② ① ② ① ③ ④ ⑤介護予防
のために ③ ④



額
の
一
部
（
50
パ
ー
セ
ン
ト
ま

た
は
25
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
支
給

し
ま
す

問
い
合
わ
せ
…
介
護
保
険
課
管
理

給
付
係
・
℡
内
線
２
５
６
１

介
護
保
険
料

●
第
一
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上

の
方
）
の
介
護
保
険
料
が
変
わ

り
ま
す

介
護
保
険
給
付
費
の
増
加
に
伴

い
、
給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を

保
つ
た
め
、
左
表
の
と
お
り
保
険

料
を
改
定
し
ま
し
た
。
平
成
二
十

年
度
ま
で
は
、
所
得
に
よ
る
保
険

料
の
負
担
の
格
差
を
緩
和
す
る
た

め
、
所
得
段
階
が
細
分
化
さ
れ
た

保
険
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
税
制
改
正
（
高
齢
者
の

非
課
税
限
度
額
の
廃
止
な
ど
）
の

影
響
に
よ
り
、
本
人
お
よ
び
世
帯

員
に
住
民
税
が
非
課
税
か
ら
課
税

に
な
る
方
が
い
る
場
合
、
保
険
料

が
大
幅
に
改
定
さ
れ
ま
す
。
そ
こ

で
、
保
険
料
を
三
年
間
で
段
階
的

に
引
き
上
げ
、
急
激
な
保
険
料
の

上
昇
を
和
ら
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
介
護
保
険
課
保
険

料
資
格
係
・
℡
内
線
２
５
７
０

●
要
支
援
・
要
介
護
の
状
態
に
あ

る
高
齢
者
が
対
象

③
要
介
護
度
の
区
分
が
新
し
く
な

り
ま
し
た

「
要
支
援
１
」「
要
支
援
２
」
と

い
う
新
た
な
区
分
が
設
け
ら
れ
、

こ
れ
ま
で
六
段
階
だ
っ
た
区
分
が

七
段
階
に
な
り
ま
し
た
。
従
来
の

「
要
介
護
１
」
が
、
心
身
の
状
態

に
よ
っ
て
「
要
支
援
２
」
と
「
要

介
護
１
」
に
分
か
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
介
護
保
険
課
認
定

係
・
℡
内
線
２
５
６
５

④
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
創
設

し
ま
し
た

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ

う
、
身
近
な
地
域
で
提
供
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。「
通
い
」
を
中

心
に
、「
泊
ま
り
」
や
「
訪
問
」

を
組
み
合
わ
せ
た
「
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
」
や
、
夜
間
に
定

期
的
な
巡
回
訪
問
を
す
る
「
夜
間

対
応
型
訪
問
介
護
」
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
今
後
、
計
画
的
に
サ
ー
ビ

ス
基
盤
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
介
護
保
険
課
計
画

担
当
・
℡
内
線
２
５
６
３

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
介
護
保
険
課
管
理

給
付
係
・
℡
内
線
２
５
６
１

●
利
用
者
負
担
の
軽
減

支
払
い
が
高
額
に
な
っ
た
場
合

や
所
得
の
低
い
方
の
負
担
が
重
く

な
ら
な
い
よ
う
に
、
軽
減
制
度
が

あ
り
ま
す
。

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
…
自
己
負

担
額
が
上
限
を
超
え
た
と
き

は
、
超
え
た
分
を
払
い
戻
し
ま

す
市
独
自
の
軽
減
…
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
の
ほ
か
に
、
市
独
自
の

軽
減
措
置
と
し
て
、
自
己
負
担

●
要
支
援
の
状
態
に
あ
る
高
齢
者

が
対
象

⑤
予
防
給
付
を
始
め
ま
し
た

要
介
護
認
定
で
、「
要
支
援
１
」

「
要
支
援
２
」
と
認
定
さ
れ
た
高

齢
者
を
対
象
に
、
筋
力
向
上
や
栄

養
改
善
、
口こ

う

腔く
う

ケ
ア
を
取
り
入
れ

た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
自
立
し

た
生
活
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
介
護
保
険
課
管
理

給
付
係
・
℡
内
線
２
５
６
１

利
用
者
の
負
担

●
福
祉
用
具
購
入
費
の
適
正
化

今
ま
で
特
定
福
祉
用
具
は
販
売

事
業
者
を
問
わ
ず
、
福
祉
用
具
購

入
費
支
給
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
四
月
か
ら
は
、
特
定
福
祉

用
具
販
売
の
指
定
を
受
け
た
事
業

者
か
ら
購
入
し
た
場
合
に
限
り
、

介
護
保
険
の
支
給
対
象
と
な
り
ま

す
。

●
住
宅
改
修
費
の
適
正
化

こ
れ
ま
で
は
、
住
宅
改
修
後
の

申
請
で
し
た
。
四
月
か
ら
は
工
事

の
前
に
申
請
書
を
提
出
し
、
介
護

保
険
給
付
の
対
象
と
な
る
か
審
査

を
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か

介
護
保
険
課
（
本
庁
舎
一
階
）
に
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保険料段階区分
保険料率
（負担割合）

第１段階
・生活保護受給者

20,395円

・老齢福祉年金受給者で住民税世帯非課税
（0.5）

第２段階
・世帯全員が住民税非課税で、本人の年金収入

20,395円

額と合計所得金額の合計額が80万円以下
（0.5）

第３段階
・世帯全員が住民税非課税で、第１段階および

30,593円

第２段階以外
（0.75）

第４段階
・世帯の誰かに住民税が課税されているが、本

40,791円

人は住民税非課税
（基準額）

第５段階
・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が

50,988円

200万円未満
（1.25）

第６段階
・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が

61,186円

200万円以上400万円未満
（1.5）

第７段階
・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が

65,265円

400万円以上700万円未満
（1.6）

第８段階
・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が

71,384円

700万円以上
（1.75）

平成18年度～同20年度の所得段階別保険料率

＊この表は、第１号被保険者（65歳以上）の所得段階

別保険料率です。

＊（ ）内の数値は、第４段階を基準額として、それ

に対する負担割合を示したものです。

＊実際に納める年間保険料額は、100円未満を切り捨て

た金額になります。



一
メ
ー
ト
ル
当
た
り
三
本
以
上

植
栽
す
る
▼
生
け
垣
設
置
の
た

め
の
盛
り
土
基
礎
を
設
け
る
場

合
は
、
地
盤
面
か
ら
の
高
さ
が

五
十
セ
ン
チ
以
下
　

補
助
金
額
…
生
け
垣
造
成
補
助
＝

道
路
に
沿
う
生
け
垣
一
メ
ー
ト

ル
当
た
り
最
高
五
千
円
（
限
度

額
十
万
円
）
▼
生
け
垣
造
成
の

た
め
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
補

助
＝
撤
去
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
・
石

塀
・
レ
ン
ガ
塀
を
含
み
、
高
さ

が
五
十
セ
ン
チ
以
上
の
物
）
一

メ
ー
ト
ル
当
た
り
最
高
四
千
円

（
限
度
額
八
万
円
）

申
請
方
法
…
工
事
に
着
工
す
る
十

日
以
上
前
に
、
環
境
政
策
課

（
本
庁
舎
五
階
）
に
あ
る
用
紙

で
申
請

問
い
合
わ
せ
…
環
境
政
策
課
み
ど

り
の
係
・
℡
内
線
２
６
１
５

５
月
28
日
�
は
、
ご
み

ゼ
ロ
運
動
で
す

ご
み
ゼ
ロ
運
動
は
、
道
路
や
公

園
な
ど
公
共
の
場
に
散
乱
し
て
い

る
ご
み
や
空
き
缶
を
拾
い
、
清
潔

な
環
境
を
保
ち
、
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
す
る
た
め
の
運
動
で
す
。

な
お
、
ご
み
ゼ
ロ
運
動
は
家
庭

印
鑑
（
認
め
印
）
・
撤
去
保
管
料

（
千
円
）
が
必
要
で
す
。

自
転
車
の
返
還
は
、
年
末
年
始

を
除
く
毎
日
、
正
午
か
ら
午
後
六

時
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
総
合
交
通
政
策
課

交
通
対
策
係
・
℡
内
線
３
２
６

３生
け
垣
設
置
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す

緑
豊
か
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
的
に
、
住
宅
地
の
生
け

垣
設
置
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
生
け
垣

を
設
置
す
る
方
、
既
存
の
塀
を
撤

去
し
て
生
け
垣
に
造
り
替
え
る
方

は
、
こ
の
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

対
象
…
み
ず
か
ら
居
住
す
る
家
屋

の
敷
地
内
に
、
こ
れ
か
ら
生
け

垣
を
設
置
す
る
方
。
た
だ
し
同

一
敷
地
内
一
回
を
限
度
と
し
、

生
け
垣
の
造
り
直
し
は
対
象
外

主
な
基
準
…
公
道
に
沿
っ
て
三
メ

ー
ト
ル
以
上
設
置
▼
道
路
境
界

線
か
ら
三
十
セ
ン
チ
以
上
後
退

し
た
位
置
に
設
置
▼
生
け
垣
と

道
路
の
間
に
は
、
工
作
物
を
設

け
な
い
▼
樹
木
は
高
さ
一
メ
ー

ト
ル
以
上
で
、
生
け
垣
の
長
さ

市
役
所
か
ら
電
話
し
た

場
合
は
!?

●
代
表
番
号
と
異
な
る
番
号
が
、

番
号
表
示
機
能
付
き
電
話
に
表

示
さ
れ
ま
す

市
役
所
（
本
庁
舎
お
よ
び
東
庁

舎
）
へ
電
話
を
か
け
る
場
合
、
代

表
番
号
（
℡
２
２
４-

８
８
１
１
）

で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

市
役
所
か
ら
電
話
を
か
け
る
と
、

℡
２
２
４-

５
４
０
４
ま
た
は
℡

２
２
４-

５
４
０
５
が
、
番
号
表

示
機
能
付
き
電
話
に
表
示
さ
れ
ま

す
。着

信
履
歴
を
基
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
市
役
所
へ
電
話
し
た
場

合
、
電
話
を
か
け
た
部
署
が
特
定

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
シ
ス
テ
ム
の
都
合
で
、
代
表

番
号
と
は
異
な
る
電
話
番
号
を
使

用
し
て
い
る
た
め
で
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
…
管
財
課
管
財
係
・

℡
内
線
２
３
２
２

自
転
車
は
決
め
ら
れ
た

場
所
に
置
き
ま
し
ょ
う

放
置
自
転
車
は
通
行
の
妨
げ
に

な
る
ば
か
り
で
な
く
、
緊
急
自
動

の
ご
み
や
粗
大
ご
み
を
回
収
す
る

日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
ご
み
が
出
さ
れ
る
と
収
集
時
間

が
遅
れ
る
な
ど
、
作
業
の
妨
げ
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
収
集

車
両
が
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、

通
行
の
際
に
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ご
み
ゼ
ロ
運
動
以
外
に
も
…
…

市
で
は
、
ご
み
ゼ
ロ
運
動
の
日

以
外
に
地
域
の
清
掃
活
動
を
行
う

団
体
に
対
し
、「
地
域
環
境
美
化

活
動
支
援
制
度
」
と
し
て
、
ご
み

袋
の
支
給
や
ご
み
挟
み
・
啓
発
用

ゼ
ッ
ケ
ン
・
リ
ヤ
カ
ー
の
貸
し
出

し
を
行
い
、
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
に
お
い
て
も
、
道
路

の
清
掃
活
動
を
支
援
す
る
「
彩
の

国
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
」、
河
川
の

清
掃
活
動
を
支
援
す
る
「
水
辺
の

里
親
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
ご
み
ゼ
ロ
運
動
・

地
域
環
境
美
化
活
動
支
援
制

度
＝
環
境
業
務
課
減
量
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
係
・
℡
内
線
２
６
３

６$

彩
の
国
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー

ト
・
水
辺
の
里
親
制
度
＝
埼
玉

県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
・
℡

２
４
３-

２
０
２
０

車
の
活
動
に
も
影
響
を
与
え
ま

す
。
ま
た
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上

に
自
転
車
を
放
置
す
る
と
、
目
の

不
自
由
な
方
に
と
っ
て
非
常
に
危

険
で
す
。
自
転
車
を
利
用
す
る
と

き
は
、
必
ず
自
転
車
駐
車
場
や
決

め
ら
れ
た
場
所
に
置
い
て
く
だ
さ

い
。市

で
は
、
駅
周
辺
の
公
共
の
場

所
に
放
置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
を

撤
去
し
て
い
ま
す
。
撤
去
し
た
自

転
車
は
、
放
置
自
転
車
保
管
場
所

（
並な

み

木き

五
三
九-

一
）
へ
移
送
し

ま
す
。
自
転
車
を
撤
去
さ
れ
た
場

合
は
、
早
め
に
引
き
取
り
に
来
て

く
だ
さ
い
。

返
還
の
際
に
は
、
免
許
証
な
ど

の
身
分
証
明
書
・
自
転
車
の
鍵
・
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南古谷駅

川越
税務署

放置自転車
保管場所

病院
県道川越新座線

JR川越線

南古谷
小学校

至大宮至川越



調査地点 ダイオキシン類 環境基準値
広谷小学校 1.0
下小坂ふれあい広場 4.3
菅間地内（公共用地域） 4.2 1000
芳野中学校 1.7
芳野台北公園 12.0

表④土壌・一般環境把握調査

単位：pg-TEQ/ｇ

表②河川水 単位：pg-TEQ/�

調査地点 ダイオキシン類 環境基準値
初雁橋（入間川） 0.39
旭橋（新河岸川） 1.7 150
不老橋（不老川） 0.87

表③河川底質 単位：pg-TEQ/ｇ

調査地点 ダイオキシン類 環境基準値
初雁橋（入間川） 0.078
旭橋（新河岸川） 0.19 1
不老橋（不老川） 0.16

調査地点 ダイオキシン類 環境基準値
中福 790 1000

表⑤土壌・その他調査

ダイオキシン類
調査地点

春期 夏期 秋期 冬期 年平均
環境基準値

芳野中学校 0.051 0.067 0.14 0.16 0.10
霞ケ関西小学校 0.033 0.040 0.065 0.050 0.047
下広谷地区 0.052 0.053 0.072 0.074 0.063 0.6
川越測定局 0.046 0.050 0.086 0.061 0.061
南文化会館 0.047 0.046 0.064 0.056 0.053

単位：pg-TEQ/�表①大気

環境基準値…人の健康を保護するうえで維持されることが望ましい基準
pg…ピコグラム。１兆分の１グラムのこと
TEQ…毒性等量。ダイオキシン類のそれぞれの異性体濃度を最も毒性の
強いダイオキシンに換算して合計したもの

＊⑤の調査は、比較的濃度が高いダイオキシンが検出されたとの指摘を受
けて実施したものです。調査の結果、環境基準値を下回っていました。
今後、周辺の調査を予定しています。

環境中のダイオキシン類調査結果について
昨年度実施した、環境中のダイ

オキシン類の調査結果についてお

知らせします。

調査内容・調査日
大気…春期＝平成17年５月19日～

26日$夏期＝同17年７月28日

～８月４日$秋期＝同17年10月

20日～27日$冬期＝同18年１

月19日～26日

河川水・河川底質…同17年11月

22日

土壌・一般環境把握調査…同17年

12月12日

土壌・その他調査…同17年11月９

日

調査方法
環境省が作成したマニュアルな

どに従って、実施しました。

調査結果
大気・河川水・河川底質・土壌

について、すべての地点で、環境

基準値を下回りました。

市民・事業者の皆さんへのお願い
平成14年12月から焼却炉の規制

が強化され、一定基準を満たさな

い焼却炉は、家庭用を含めすべて

使用禁止になっています。

また、事業者が使用する焼却炉

は、すべて届け出が必要となりま

す。新たに焼却炉を設置する場合

などの際には、ご連絡ください。

問い合わせ…環境保全課大気保全
係・℡内線2623$同課水質保全
係・℡内線2627
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12.0

日本テレビ

「極上！　腹ぺこ旅レシピ」
５月21日　、午前11時45分～午後０時55分（予定）

司会の東
ひがし

山
やま

紀
のり

之
ゆき

・アンタッチャブルが、「川越の旅」を提案。旅

人役の笑
しょう

福
ふく

亭
てい

笑
しょう

瓶
へい

・北
ほく

斗
と

晶
あきら

・佐
さ

々
さ

木
き

健
けん

介
すけ

が、市内を紹介します。

川越
が

紹介
され
ます
！



児
童
手
当
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

四
月
か
ら
児
童
手
当
制
度
が
改
正
さ
れ
、
支
給
対
象
が
小
学
校
六
年
生
ま
で
に
拡
大
さ
れ
た
ほ
か
、

所
得
制
限
限
度
額
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
に
児
童
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
児
童
の
保
護
者
の
皆

さ
ん
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
な
お
、
昨
年
お
よ
び
一
昨
年
の
所
得
か
ら
各
種
控
除
を
行
っ
た
あ
と
の

金
額
が
制
限
額
以
上
の
場
合
、
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

対
象小

学
校
修
了
前
（
12
歳
到
達
後
の
最
初
の
年
度
末
）
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者

受
付
期
間

制
度
改
正
に
伴
っ
て
新
た
に
該
当
と
な
る
方
へ
の
児
童
手
当
は
、
９
月
30
日
�
（
窓
口
受
け
付
け
は
29

日
�
）
ま
で
の
受
け
付
け
分
に
限
り
、
四
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
（
十
月
以
降
に
申

請
し
た
場
合
は
、
申
請
し
た
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

詳
し
く
は
個
別
に
お
送
り
し
て
あ
る
案
内
お
よ
び
申
請
書
な
ど
（
四
月
一
日
現
在
、
川
越
市
に
住
民

登
録
が
あ
り
、
平
成
六
年
四
月
二
日
以
降
に
出
生
し
た
、
市
か
ら
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
児
童

の
保
護
者
に
通
知
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
案
内

お
よ
び
申
請
書
な
ど
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
こ
ど
も
家
庭
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

制
度
改
正
に
伴
う
手
続
き

の
ほ
か
、
支
給
要
件
に
該
当

し
、
手
続
き
を
し
て
い
な
い

方
は
、
申
請
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
す
で
に

手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

六
月
中
に
現
況
届

と
ど
け

を
提
出

し
て
く
だ
さ
い（
現
況
届
は
、

六
月
上
旬
に
発
送
の
予
定
で

す
）。

問
い
合
わ
せ
…
こ
ど
も
家
庭

課
児
童
福
祉
係
・
℡
内
線

２
５
８
８

児童扶養手当・特別児童扶養手当
の額が変わりました

児童扶養手当は、父親と生計を同じくしていない子や、父親に一定の障害のある子を育てている

方に支給しています。特別児童扶養手当は、精神または身体に一定の障害のある子を育てている方

に支給しています。

これらの手当額は、物価の変動に応じて改定します。昨年度の消費者物価指数が下落したことに

伴い、４月から次のとおり改定されました。

問い合わせ…こども家庭課児童福祉係・℡内線2587

＊児童手当の所得限度額を超えていても、
サラリーマンなど（厚生年金・私学共済な
どに加入している方）については、昨年
（１月～５月分は一昨年）の所得が一定額
未満（上表）の方に限って、「特例給付」
が受けられます。
＊上記は、年間所得額です（源泉徴収の方
は、給与所得控除後の金額が該当します）。
また、所得には一定の控除があります。詳
しくはお尋ねください。

扶養親族等の数 児童手当 特例給付

０人 468万円 540万円

１人 506万円 578万円

２人 544万円 616万円

３人 582万円 654万円

４人 620万円 692万円

５人以上の場合　１人につき38万円ずつ加算

子どもの人数 月額（全部支給） 月額（一部支給）

１人 41,720円 41,710円～9,850円

２人 46,720円 子ども１人の支給額＋5,000円

３人以上 １人につき3,000円を加算

１級（重度） 50,750円

２級（中度） 33,800円

児童扶養手当 特別児童扶養手当（月額）
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児童手当の所得制限額

窓
口
受
け
付
け
は

９
月
29
日
　
ま
で



日
程
の
詳
細
や
代
金
の
支
払
い
方

法
な
ど
、
詳
し
く
は
申
し
込
み
後

に
連
絡
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
観
光
課
観
光
推
進

担
当
・
℡
内
線
２
７
３
１

事
業
主
に
定
期
健
康
診

断
受
診
料
の
一
部
を
補

助
し
ま
す

市
で
は
、
定
期
健
康
診
断
を
実

施
し
て
い
る
事
業
主
に
、
受
診
料

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
こ

の
定
期
健
康
診
断
は
、
労
働
安
全

衛
生
規
則
に
定
め
ら
れ
、
す
べ
て

の
事
業
主
に
実
施
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業
主
（
次
の
す
べ

て
に
該
当
）

●
市
内
の
事
業
所
で
常
時
雇
用
従

業
員
が
三
十
人
以
下

●
今
後
も
継
続
的
に
定
期
健
康
診

断
を
実
施
す
る

●
納
期
到
来
の
市
税
を
完
納
し
て

い
る

補
助
額
…
従
業
員
一
人
当
た
り
受

診
料
の
30
パ
ー
セ
ン
ト
（
最
高

三
千
円
）

＊
補
助
金
は
、
年
一
回
、
通
算
三

回
ま
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
商
工
振
興
課
労
政

係
・
℡
内
線
２
７
２
４

第
18
回
川
越
市
民
号
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

会
津
西
街
道
の
宿
場
町「
大
内
宿
」

を
訪
ね
て

「
川
越
市
民
号
企
画
委
員
会
」

主
催
。
こ
と
し
十
月
に
導
入
さ
れ

る
「
川
越
ナ
ン
バ
ー
」
の
誕
生
を

記
念
し
て
、
同
じ
く
ご
当
地
ナ
ン

バ
ー
が
始
ま
る
会あ

い

津づ

若わ
か

松ま
つ

市
を
訪

れ
ま
す
。
宿
泊
は
芦あ

し

ノの

牧ま
き

温
泉
で

す
。
集
合
・
解
散
は
川
越
駅
西
口

で
、
全
行
程
を
バ
ス
で
移
動
し
ま

す
。

日
程
…
７
月
２
日
�
〜
３
日
�

定
員
…
先
着
百
五
十
人
程
度
（
最

少
催
行
人
数
四
十
人
）

経
費
…
一
万
八
千
六
百
円
（
税
込

み
。
朝
食
一
回
・
昼
食
二
回
・

夕
食
一
回
付
き
）

申
し
込
み
…
ハ
ガ
キ
に
参
加
者
の

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

６
月
６
日
�
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
〒
３
５
０-

０
０
６
２

元
町
一
丁
目
三-

一
「
川
越
市

民
号
企
画
委
員
会
」

＊
原
則
、
一
部
屋
四
、
五
人
利
用

の
た
め
、
少
人
数
の
利
用
は
追
加

料
金
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
少
人

数
の
利
用
は
、
部
屋
数
の
都
合
で

お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

料
乗船無

新河岸川観光舟運試験運航
５月27日�（雨天の場合は28日�）
午前10時40分～午後３時
開催式典（濯紫公園）…午前10時40分～11時
試験運航（高沢橋から坂下橋・新河岸川）…午前11時～午後３時

県道川越坂戸毛呂山線

濯紫公園

高沢橋

坂下橋

至市役所

菓子屋横丁菓子屋横丁菓子屋横丁

運航区間

江戸時代から昭和初期まで栄えた新河岸川舟

運。観光舟運としての復活を目指して、試験運

航を開催します。今回は、運航距離を昨年５月

の試験運航時よりさらに上流へ延長し、高沢橋

をくぐり抜けます。

問い合わせ…観光課観光推進担当・℡内線2731

11 広報川越№1126・2006.５.10 川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/

（日）

（月）

（土） （日）



税
課
（
本
庁
舎
二
階
）。

＊
期
日
を
過
ぎ
る
と
、
減
免
申
請

の
受
け
付
け
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

●
平
成
十
八
年
度
軽
自
動
車
税
納

税
通
知
書

●
運
転
免
許
証

●
各
手
帳

●
各
手
帳
を
持
つ
方
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
の
方
が
所
有
す
る

車
を
、
常
時
介
護
す
る
方
が
運

転
す
る
場
合
は
「
常
時
介
護
証

明
書
」

＊「
常
時
介
護
証
明
書
」
は
、
各

手
帳
の
交
付
先
が
発
行
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
市
民
税
課
税
制
担

当
・
℡
内
線
２
３
４
２

固
定
資
産
税
を
減
免
し

ま
す

火
災
な
ど
に
あ
わ
れ
た
方
の
減
免

火
災
な
ど
で
損
害
を
受
け
た
家

屋
の
、
納
期
が
到
来
し
て
い
な
い

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
家

屋
分
の
み
）
が
減
免
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
消
防
局
予
防
課
が

発
行
し
た
「
り
災
証
明
書
」
を
添

え
て
、
資
産
税
課
（
本
庁
舎
二
階
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
資
産
税
課
管
理

係
・
℡
内
線
２
３
６
３

納
税
通
知
書
を
発
送
し

ま
し
た

平
成
十
八
年
度
の
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税

の
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
し

た
。固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

は
、
平
成
十
八
年
一
月
一
日
現
在

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
軽

自
動
車
税
は
、
同
年
四
月
一
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

第
一
期
分
と
軽
自
動
車
税
の
納
期

限
は
、
五
月
三
十
一
日
�
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

納
税
通
知
書
に
は
、
課
税
資
産

（
土
地
・
家
屋
）
明
細
書
が
い
っ

し
ょ
に
な
っ
て
い
ま
す
（
土
地
・

家
屋
の
筆
数
・
棟
数
が
多
い
場
合

は
、
明
細
書
が
別
に
送
付
さ
れ
ま

す
）。
明
細
書
の
内
容
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
＝
資
産
税
課
管
理

係
・
℡
内
線
２
３
６
３
▼
軽
自

動
車
税
＝
市
民
税
課
税
制
担

当
・
℡
内
線
２
３
４
２

軽
自
動
車
税
の
納
付
が

コ
ン
ビ
ニ
で
も
で
き
ま
す

平
成
十
八
年
度
発
行
分（
五
月
発
送
）

の
納
税
通
知
書
か
ら
、
軽
自
動
車
税
の

納
付
が
次
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
取
り
扱
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
市

内
に
あ
る
百
八
店
舗
だ
け
で
な
く
、
全

国
ど
こ
の
店
舗
で
も
納
付
が
で
き
ま

す
。納
付
の
取
扱
窓
口
が
大
幅
に
増
え
、

時
間
や
曜
日
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
納

付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
付
の
際
に
は
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
納
付
書
の
様
式
を
変
更
し
ま
し
た
。
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書

（
継
続
検
査
用
）
は
、
切
り
取
り
用
の
ミ
シ
ン
目
が
あ
り
ま
せ
ん
。

検
査
（
車
検
）
の
際
は
、
は
さ
み
な
ど
で
切
り
離
し
て
く
だ
さ
い

②
納
付
書
の
金
額
を
訂
正
し
た
物
、
バ
ー
コ
ー
ド
が
な
い
物
、
バ
ー

コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い
物
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

付
で
き
ま
せ
ん

③
延
滞
金
が
発
生
す
る
場
合
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付

で
き
ま
せ
ん

納
付
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

エ
ー
エ
ム
･
ピ
ー
エ
ム$

く
ら
し
ハ
ウ
ス$

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ト
ア$

サ
ー
ク
ル
Ｋ$

サ
ン
ク
ス$

ス
リ
ー
エ
イ
ト$

ス
リ
ー
エ

フ$

生
活
彩
家$

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン$

デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ$

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト$

ポ
プ
ラ$

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ$

ヤ
マ
ザ
キ
デ

イ
リ
ー
ス
ト
ア
ー$

ロ
ー
ソ
ン

問
い
合
わ
せ
…
収
税
課
収
税
管
理
担
当
・
℡
内
線
２
３
８
１

心
身
に
障
害
が
あ
る
方

の
軽
自
動
車
税
を
減
免

し
ま
す

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者

手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
を
持
つ
方
の
う

ち
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方

の
軽
自
動
車
税
が
減
免
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
手
帳
を
持

つ
方
と
生
計
を
同
一
に
す
る
方
が

所
有
す
る
車
を
、
手
帳
を
持
つ
方

の
た
め
に
専
ら
運
転
す
る
場
合

も
、
減
免
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
、
必
要
書
類
を
そ

ろ
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昨
年
に
引
き
続
き
減
免

申
請
を
受
け
る
方
は
、
郵
送
で
の

申
請
が
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
、

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

申
請
受
け
付
け

五
月
二
十
四
日
�
ま
で
に
市
民
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保
健
福
祉
推
進
担
当
・
℡
内
線

２
５
１
３

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ

ー
ダ
ー
養
成
講
座

国
際
交
流
課
で
は
、
国
内
外
で

の
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
支
援
・

発
展
さ
せ
、
み
ず
か
ら
中
心
と
な

っ
て
自
主
的
に
活
動
す
る
人
材
の

育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
東
京
国
際
大
学
や
ユ
ニ
セ
フ

（
国
連
児
童
基
金
）
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ

（
非
政
府
組
織
）
と
連
携
し
、
国

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

講
座
は
単
位
制
で
、
全
六
科
目

十
四
単
位（
実
習
四
単
位
を
含
む
）

を
修
得
し
た
方
を
川
越
市
国
際
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
認

定
し
ま
す
。
今
回
は
、
次
の
①
②

の
二
科
目
を
同
時
に
受
講
可
能
な

方
が
対
象
で
す
。

①
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
技
術
論

講
師
…
東
京
国
際
大
学
講
師
・
山や

ま

田だ

文ふ
み

恵え

さ
ん

日
程
…
６
月
10
日
〜
８
月
16
日
、

土
・
水
曜
日
（
全
九
回
・
二
単

位
）

②
英
会
話
中
級

講
師
…
市
英
語
指
導
助
手
・
グ
レ

ゴ
リ
ー
・
ブ
レ
イ
ロ
ッ
ク
さ
ん

対
象
…
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳

以
上

定
員
…
十
五
人
（
抽
せ
ん
）

経
費
…
各
三
千
円
（
一
回
目
の
受

講
時
に
徴
収
。
教
材
費
が
別
途

必
要
な
場
合
あ
り
）

申
し
込
み
…
往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座

地
域
福
祉
計
画
を
推
進

し
ま
す

市
で
は
、「
川
越
市
地
域
福
祉

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
同
計

画
の
基
本
理
念
は
「
み
ん
な
で
つ

く
る
　
ふ
れ
あ
い
　
支
え
合
い
の

ま
ち
　
川
越
」。
地
域
の
皆
さ
ん

と
の
協
働
に
よ
り
、
ふ
れ
あ
い
、

支
え
合
い
の
あ
る
、
安
心
・
安
全

な
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

同
計
画
に
は
、
基
本
目
標
が
あ

り
ま
す
。
①
意
識
づ
く
り
②
ひ
と

づ
く
り
③
し
く
み
づ
く
り
④
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
⑤
安
心
し
て
生

活
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
五
つ
で

す
。
目
標
実
現
の
た
め
に
は
、
地

域
の
個
人
・
団
体
な
ど
と
市
の
連

携
を
深
め
、
協
働
し
て
計
画
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
に
は
、
地
域
福
祉
へ

の
理
解
と
地
域
づ
く
り
の
お
手
伝

い
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
保
健
福
祉
推
進
課

日
程
…
６
月
８
日
〜
８
月
24
日
、

木
曜
日
（
全
九
回
・
二
単
位
）

以
下
、
①
②
共
通

時
間
…
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30

分
会
場
…
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ク

ラ
ッ
セ
川
越
五
階
）

名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職

業
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
５

月
26
日
�
（
必
着
）
ま
で
に
、

〒
３
５
０-

８
６
０
１
川
越
市

役
所
国
際
交
流
課

問
い
合
わ
せ
…
国
際
交
流
課
国
際

交
流
担
当
・
℡
内
線
２
１
４
２

国際交流課国際交流担当・℡内線2141

市では昨年に引き続き、東京国際大学と共同で、姉妹都市セーレム市（米国・

オレゴン州）のウィラメット大学から４人の教授を招き、集中講座を開催します。

各講座はすべて英語で、ディスカッションを取り入れた形式で行われます。また、

すべての授業が録画され、東京国際大学内の語学教育ラボラトリーで見ることが

できます。なお、１人で複数の講座を受講可能です。

第１期（５月22日�～６月16日�、全７回）
日本史　1920年代の女性生活史 月・水曜日 午後２時50分～６時

環境問題と政策　環境政策の経済的側面 火・金曜日 午後２時50分～６時

生態科学　環境科学と政策 月・木曜日 午前９時10分～午後０時20分

応用自然科学　環境問題を考える 火・金曜日 午前９時10分～午後０時20分

第２期（７月28日�～８月５日�、全７回）
応用科学技術　科学の世界における生と死 月～土曜日 午前10時～午後１時

会場…東京国際大学第１キャンパス（的
まと

場
ば

北
きた

１丁目） 対象…市内在住・在勤で、

TOEFL
ト ー フ ル

スコア470点（英検２級）程度の英語力を有する方　定員…各10人（抽

せん） 経費…無料　申し込み…往復ハガキに講座名・住所・氏名（ふりが

な）・年齢・性別・電話番号を明記し、第１期は５月17日�、第２期は７月18

日�（各消印有効）までに、〒350－1197的場北１丁目13－１・東京国際大学

エクステンションセンター（℡234－2758）

姉妹都市・セーレム市から、
アメリカの授業が
やってくる！
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～ひとくち情報～ ミニ・インフォメーション ～ひとくち情報～
●歯ッピーフェスティバル2006 総合保健センター健康増進係・℡229－4121
６月４日�、正午～午後３時、総合保健センター。駐車場が狭いので、公共交通機関などをご利用ください。

●川越シャトル東コースに「埼玉医大」バス停を新設 総合交通政策課都市交通政策担当・℡内線3261
５月15日�から、埼玉医科大学総合医療センターの正面玄関前に「埼玉医大」停留所を新設します。

●母子家庭の母に高等技能訓練促進費を支給 こども家庭課児童福祉係・℡内線2587
働きながら看護師・介護福祉士・保育士・理学療法士・作業療法士などの資格を取得しようとしているが、経済的に困難な母子
家庭の母に、訓練促進費を支給しています。申請には事前相談が必要です。詳しくはお尋ねください。
●５月22日�～26日�の「春季行政相談強調週間」では、行政相談員が国の仕事への要望や意見を受け付けます。 市民活動支援課市民相談係・℡224－5022
●訂正　広報川越1125・６ページ　お知らせワイド　市民税課市民税第一係・TEL内線2343
個人市県民税の主な制度改正について①均等割の非課税限度額　誤＝35万円　正＝31万5,000円

国民年金　届け出や納付は忘れずに
国内に住む20歳から60歳の方が加入する、国民年金。加入する年金の種類は、第１号被保険者（自営

業者など）・第２号被保険者（会社員や公務員）・第３号被保険者（第２号被保険者の被扶養配偶者）の

３つに分かれます。結婚や就職などにより、加入の種類が変わるときは、届け出が必要です。「届け出や

納付を忘れて年金が受けられない」ということがないように、自分の年金はしっかり把握しましょう。

問い合わせ…国保年金課国民年金係・℡内線2481

こんなとき どうする 届け出はこちら 持っていく物
国保年金課（本庁舎２階）・ 印鑑

20歳になった 加入手続き 出張所・連絡所
第３号は配偶者の勤務先 配偶者の勤務先に確認

就職した 喪失手続き 国保年金課・出張所・連絡所 年金手帳・印鑑・社会保険証
退職した 加入手続き 国保年金課・出張所・連絡所 年金手帳・退職証明書・印鑑
配偶者の扶養になった 変更手続き 配偶者の勤務先 配偶者の勤務先に確認
配偶者の扶養から外れた 変更手続き 国保年金課・出張所・連絡所 年金手帳・扶養喪失証明書・印鑑
扶養配偶者が会社を変えた 加入手続き 配偶者の新しい勤務先 配偶者の新しい勤務先に確認

口座振替にしたい
口座振替の 銀行・郵便局などの金融機関 預（貯）金通帳・通帳の印鑑・年
書類を提出 または社会保険事務所 金手帳など

納付書を紛失した 再発行申請 社会保険事務所 年金手帳など
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国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い

な
か
っ
た
期
間

給
付
金

支
給
額
は
、
物
価
の
変
動
に
合

わ
せ
て
毎
年
度
変
わ
り
ま
す
。
ま

た
、
所
得
額
や
老
齢
年
金
等
の
受

給
に
よ
り
支
給
制
限
が
あ
り
ま

す
。
給
付
金
の
支
給
は
、
請
求
の

あ
っ
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
し

ま
す
。

平
成
18
年
度
支
給
額
…
一
級
＝
月

額
四
万
九
千
八
百
五
十
円$

二

級
＝
月
額
三
万
九
千
八
百
八
十

円特
別
障
害
給
付
金
の
相
談
に
つ

い
て
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
傷
病

の
初
診
年
月
日
を
確
認
の
う
え
、

国
保
年
金
課
（
本
庁
舎
二
階
）
ま

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
な
お
、
請

求
手
続
き
の
際
に
は
、
年
金
手

帳
・
印
鑑
が
必
要
で
す
。

＊
出
張
所
・
連
絡
所
で
は
、
受
け

付
け
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
…
国
保
年
金
課
国
民

年
金
係
・
℡
内
線
２
４
８
１

特
別
障
害
給
付
金
制
度

に
つ
い
て

国
民
年
金
制
度
の
発
展
過
程
で

生
じ
た
特
別
な
事
情
に
よ
り
、
国

民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な
か

っ
た
た
め
に
、
障
害
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
な
い
障
害
の
あ
る
方

を
対
象
と
し
た
制
度
で
す
。
該
当

す
る
方
は
、
請
求
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
障
害
の
認
定

は
過
去
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る

必
要
が
あ
る
な
ど
、
た
い
へ
ん
時

間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

対
象次

の
①
と
②
の
期
間
中
に
初
診

日
が
あ
り
、
現
在
、
障
害
基
礎
年

金
一
級
・
二
級
相
当
の
障
害
の
あ

る
方
（
国
民
年
金
法
障
害
等
級
表

の
一
級
・
二
級
に
該
当
す
る
状
態

で
あ
る
か
を
認
定
し
ま
す
。
そ
の

た
め
、
障
害
者
手
帳
な
ど
の
等
級

と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

①
平
成
三
年
三
月
三
十
一
日
以
前

に
学
生
で
、
国
民
年
金
に
任
意

加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期

間
②
昭
和
六
十
一
年
三
月
三
十

一
日
以
前
に
被
用
者
（
厚

生
年
金
・
共
済
年
金
等
の

加
入
者
）
の
配
偶
者
で
、
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事
例融

資
を
受
け
よ
う
と
銀
行
へ
行
き
、順
番
待
ち
の
時
に
、

ス
ー
ツ
姿
の
男
性
に
声
を
か
け
ら
れ
た
。「
○
○
バ
ン
ク

な
ら
格
安
の
利
息
で
融
資
が
受
け
ら
れ
ま
す
」と
言
わ
れ
、

銀
行
内
で
あ
っ
た
た
め
、
○
○
バ
ン
ク
は
銀
行
だ
と
思
い

込
ん
で
し
ま
っ
た
。後
日
電
話
し
て
融
資
を
申
し
込
む
と
、

登
録
料
を
要
求
さ
れ
た
の
で
振
り
込
ん
だ
。
そ
の
後
も
た

び
た
び
お
金
を
要
求
さ
れ
る
の
で
解
約
し
た
い
が
、
解
約

料
を
請
求
さ
れ
た
。

請
求
に
応
じ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。警
察
に
相
談
し
、

き
ぜ
ん
と
し
た
態
度
で
相
手
と
の
接
触
を
断
ち
ま
し
ょ

う
。勧

誘
し
て
き
た
男
性
は
銀
行
員
で
は
な
く
、
ヤ
ミ
金
融

の
業
者
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
銀
行
員
と
思
い
込
ま
せ
る
、

悪
質
な
手
口
で
す
。
今
の
と
こ
ろ
、
市
内
で
の
事
例
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
注
意
が
肝
心
で
す
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

①
「
何
百
万
円
も
借
り
て
、
十
年
払
い
で
利
息
が
数
万
円
」

と
い
う
、
都
合
の
い
い
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
手
の
言

う
こ
と
を
う
の
み
に
せ
ず
、冷
静
に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

②
場
所
に
よ
る
思
い
込
み
、
勘
違
い
を
利
用
す
る
手
口
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

■
消
費
生
活
相
談

生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
・
市
民
相
談
室
分
室
で
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
毎
月
二
十
五
日
発
行
の
広
報
川
越
・

市
民
相
談
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
（
ア
ト
レ
六
階
）
・

℡
２
２
６-

７
０
６
６

銀
行
内
で

行
員
を
装
っ
て
…

134

ごみの多くは「もともと

は必要だった物」ですが、

中には「結局必要ではなか

った物」はありませんか？

必要のない物は、すぐにご

みになってしまいます。

弁当などについてくる割

りばし・ストロー・スプー

ン・紙ナプキン・調味料な

どで、使わない物は「必要

ありません」と断りましょ

う。

商品を購入し、包装して

もらう際には、過剰包装は

断り、「簡易包装にしてく

ださい」と伝えましょう。

また、買い物のときには、

マイバッグを持参したり、

少量の場合はシールで済ま

せるなど、もらうレジ袋を

減らしましょう。国内での

レジ袋使用量は、１人あた

り年間約300枚にもなっています。ひとりひとりが、

ごみになる物をもらわないようにして、ごみの減量に

ご協力ください。

問い合わせ…環境業務課減量リサイクル推進係・℡内
線2635

もったいないから、ごみ減らし！
ごみになるから、もらわない！

消
費
生
活

消消
費
生
活

消
費
生
活

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

食
品
・
環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係
・
℡
２
２
７-

５
１
０
３

ペ
ッ
ト
を
正
し
く
飼
う
た
め
に

け
て
く
だ
さ

い
。ま

ず
、
飼
う

前
に
成
長
後
の

ペ
ッ
ト
の
大
き

さ
、
寿
命
を
考

慮
し
、
誰
が
世

話
を
す
る
の
か
考
え
て
、
家
庭
の
環
境

に
合
っ
た
ペ
ッ
ト
を
選
び
ま
し
ょ
う

次
に
ペ
ッ
ト
の
習
性
を
理
解
し
、
飼

育
環
境
に
十
分
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
き
の
心
構
え

「
散
歩
す
る
人
が
い
な
く
て
、
面
倒

が
見
ら
れ
な
い
」「
鳴
き
声
が
う
る
さ

く
、
か
み
癖
が
あ
る
の
で
、
引
き
取
っ

て
ほ
し
い
」「
数
が
増
え
て
し
ま
い
飼

い
き
れ
な
い
」
な
ど
、
保
健
所
な
ど
に

は
ペ
ッ
ト
に
関
し
て
多
く
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
に
潤
い
を
与
え
て
く

れ
る
ペ
ッ
ト
を
正
し
く
飼
う
た
め
に
、

飼
い
主
の
皆
さ
ん
は
次
の
こ
と
を
心
が

ま
た
、
鳴
き
声
・
に
お
い
な
ど
に
注
意

し
て
隣
近
所
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。
む
や
み
に
ペ
ッ
ト
の
数
が

増
え
な
い
よ
う
、
不
妊
・
去
勢
手
術
を

行
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

飼
い
主
は
、
自
分
の
ペ
ッ
ト
に
愛
情

と
責
任
を
持
ち
、
途
中
で
飼
う
こ
と
を

あ
き
ら
め
た
り
し
な
い
で
、
命
を
全
う

す
る
ま
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
動
物
と
仲

よ
く
暮
ら
せ
る
よ
う
、
動
物
愛
護
の
心

を
常
に
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

L i fe
with
pets



広報川越№1126・2006.５.10 川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/ 16

投票率向上のために
●明るい選挙推進活動「贈らない・求めない・受け取らない」
「明るい選挙推進活動」は政治活動や選挙運動と違い、不正をなくし、市民の皆さんの意
思が政治に正しく反映される、適正な選挙を進めるための活動のことをいいます。その活
動の１つとして、贈らない・求めない・受け取らないの「三ない運動」を実施しています。
市内では昭和39年に明るい選挙推進協議会が結成され、活動しています。座談会・選挙

時における街頭啓発などを行っていますが、年々会員数が減少し十分な活動ができない状
況にあります。この活動の主旨に賛同していただける方（団体）は、ぜひ活動にご参加く
ださい。

選挙管理委員会事務局・℡内線3713

児
童
・
生
徒
の
作
文
⑩

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ

体
が
不
自
由
と
な
っ
て
②

中
学
三
年
生

命
拾
い
し
た
私
は
体
が
不
自
由
に
な

っ
た
と
い
う
不
安
や
い
ら
立だ

ち
、
毎
日

の
生
活
の
不
便
さ
と
闘
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
。

私
は
み
ん
な
と
普
通
に
勉
強
し
た
い

し
、
遊
び
た
い
。
自
分
で
考
え
、
判
断

し
て
行
動
し
た
い
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も

楽
し
み
た
い
。
将
来
へ
の
大
き
な
夢
も

持
ち
た
い
。
で
も
現
実
は
困
難
ば
か
り

だ
。
学
校
ま
で
の
道
も
狭
く
、
車
を
避

け
て
道
の
端
に
よ
れ
ば
伸
び
た
雑
草
の

先
端
が
車

く
る
ま

椅い

子す

に
座
っ
て
い
る
私
の

頬ほ
お

や
目
を
刺
す
。
車
椅
子
に
座
っ
て
い

る
と
目
線
が
低
く
、
普
通
の
人
と
見
え

る
物
が
違
う
。
そ
ん
な
時
、
私
は
い
や

な
気
持
に
な
る
。

学
校
に
着
く
と
、
階
段
が
待
っ
て
い

る
。
そ
の
日
の
体
調
で
上
れ
る
日
と
そ

う
で
な
い
日
が
あ
る
。
ま
た
、
介
護
し

て
一い

っ

緒し
ょ

に
上
っ
て
く
れ
る
母
と
息
が
合

わ
な
い
と
す
ぐ
け
ん
か
に
な
っ
て
し
ま

う
。
一
日
に
何
度
も
教
室
移
動
が
あ
る

時と
き

は
疲
れ
る
し
、
気
持
も
落
ち
込
む
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
い
う
言こ

と

葉ば

が
前
か
ら

聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
ま

だ
ま
だ
不
十
分
だ
と
思
う
。
お
金
が
か

か
る
の
で
、
す
ぐ
に
は
で
き
な
い
こ
と

だ
と
思
う
が
、
設
備
を
整
え
る
と
い
う

こ
と
は
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
お

互
い
助
け
合
い
、
補
い
合
い
、
支
え
合

っ
て
生
き
よ
う
と
す
る
姿
勢
の
あ
ら
わ

れ
だ
と
思
う
。

重
い
荷
物
を
持
っ
て
く
れ
た
り
、
車

椅
子
を
運
ん
で
く
れ
た
り
し
て
、
私
を

助
け
て
く
れ
る
友
達
が
増
え
て
き
た
こ

と
が
私
は
と
て
も
う
れ
し
い
。
ま
た
、

直
接
手
助
け
し
て
く
れ
な
く
て
も
明
る

く
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
る
友
達
が
い
る

だ
け
で
う
れ
し
い
。
障
害
の
あ
る
私
を

受
け
入
れ
て
く
れ
る
こ
と
で
励
ま
さ
れ

て
い
る
。

私
は
死
の
間
際
で
命
の
大
切
さ
を
知

っ
た
。
自
分
の
命
と
同
じ
よ
う
に
相
手

の
気
持
や
身
体
を
思
い
や
っ
て
い
く
こ

と
が
、
共
に
豊
か
に
生
き
て
い
く
こ
と

だ
と
思
う
。

自
分
自
身
の
経
験
を
通
し
て
、
本ほ

ん

当と
う

に
一
人

ひ

と

り

ひ
と
り
が
自
分
の
命
と
他
人
の

命
を
大
切
に
す
る
自
覚
を
持
っ
て
社
会

を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
っ
た
。

（
一
部
省
略
）

＊
ふ
り
が
な
は
広
聴
広
報
課
で
付
け
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
に
川
越
市
内
の
小
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
作
文
を
ま
と
め
た
人
権
文

集
「
あ
け
ぼ
の
」
か
ら
、
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
計
画
課
都
市
景
観
係
・
℡
内
線
３
２
１
５

教
育
指
導
課
指
導
係
・
℡
内
線
２
９
２
５

輝輝輝輝
けけけ
!!!!!!!

川
越
川
越
川
越
のののの
景
観
景
観
景
観

地
域
に
合
っ
た
ル
ー
ル
づ
く
り

明るい選挙の
シンボル
「白ばら」

川
越
市
は
、
蔵
造
り
の
町
並
み
に
代
表
さ
れ
る
伝
統

的
建
造
物
や
神
社
仏
閣
か
ら
な
る
歴
史
的
景
観
、
河
川

や
田
園
の
自
然
景
観
な
ど
、
多
様
な
景
観
に
恵
ま
れ
た

都
市
で
す
。
そ
こ
で
、
積
極
的
に
地
域
特
性
に
合
っ
た

景
観
形
成
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
地
域
を
、
都
市
景
観

条
例
に
基
づ
き
都
市
景
観
形
成
地
域
と
し
て
指
定
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
「
川
越
駅
西
口
地
区
」
と
札
の

辻
交
差
点
（
元も

と

町ま
ち

二
丁
目
）
周
辺
の
「
川
越
十
カか

町
地

区
」
の
二
か
所
を
指
定
し
、
現
在
、
ク
レ
ア
モ
ー
ル
周

辺
部
に
つ
い
て
も
指
定
へ
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
指
定
制
度
は
、
都
市
計
画
と
は
異
な
り
、
罰
則

の
な
い
規
制
で
す
が
、
建
築
行
為
の
際
、
市
へ
の
届
け

出
が
必
要
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
や
基
準
案
の
検

討
の
段
階
か
ら
、
行
政
と
地
域
住
民
が
協
働
で
作
業
を

行
う
こ
と
で
、
行
政
か
ら
の
押
し
つ
け
で
は
な
い
ま
ち

づ
く
り
の
ル
ー
ル
を
持
つ
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

「
川
越
十
カ
町
地
区
」
で
は
、
住
民
み
ず
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
多

く
の
皆
さ
ん
か
ら
同
意
を
得
て
地

域
指
定
に
至
り
ま
し
た
。
指
定
後

も
、
地
域
住
民
が
基
準
の
運
用
状

況
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
、
自
主
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
応
援
す
る
手
法
の
一
つ

と
し
て
、
こ
の
指
定
制
度
は
、
今

後
も
幅
広
い
活
用
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

地域の皆さんの検討会地域の皆さんの検討会地域の皆さんの検討会



短
　
歌

四
元
仰
・
選

踏
む
ま
い
と
よ
け
て
よ
ろ
け
る
足あ

し

元も
と

に
小
さ
き
す
み
れ
の
鮮
や
か
な
色

石
井
久
良(

的
場
）

満
開
の
花
を
つ
い
ば
む
小
鳥
た
ち
い
た
く
愛
ら
し
我わ

が
家
の
庭
に

加
藤
美
津
恵(

今
福)

夫
逝
き
て
は
や
五
十
年
過
ぎ
た
る
か
墓
石
洗
い
つ
つ
な
が
な
が
と
語
る

田
中
英
子(

三
光
町)

短
日
の
公
園
の
ベ
ン
チ
冷
た
か
り
散
歩
コ
ー
ス
の
わ
が
指
定
席

寺
田
千
代
子(

仙
波
町
二
丁
目)

連れ
ん

翹
ぎ
ょ
う

の
咲
き
満
つ
る
花
色
濃
く
て
夜
目
に
も
遠
く
花
明あ

か

り
す
る

有
田
杉
江(

南
台
二
丁
目)

俳
　
句

石
川
俊
一
・
選

武む

蔵さ
し

野の

の
落お

ち

合あ

ふう

河
原
鳥
交さ

か

る

猪
狩
茂(

小
室)

藤と
う

村そ
ん

の
訪た

ず

ね
し
川
辺
土
筆

つ

く

し

摘
む

斎
藤
恒(

松
江
町
一
丁
目)

真ま

砂さ

女じ
ょ

忌
や
生
鮮
市
場
活
気
充み

つ

荒
畑
義
雄(

藤
間
）

縁
側
に
折お

り

鶴づ
る

一
羽
の
余
寒
か
な

小
西
平
次(

霞
ケ
関
北
二
丁
目)

た
ん
ぽ
ぽ
に
明
る
さ
も
ら
う
無
人
駅

和
田
ふ
み
の(

松
江
町
二
丁
目)

川
　
柳

小
川
正
夫
・
選

人
力
車
目
線
で
変
わ
る
鬼
瓦

武
田
ミ
サ
ホ(

今
成
四
丁
目)

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
春
の
賛
歌
の
よ
う
に
咲
き

押
味
立
子(

稲
荷
町)

半
額
の
商
品
買
っ
て
ゴ
ミ
増
や
す

原
嶋
ふ
み(

笠
幡)

補
聴
器
を
外
し
聞
い
て
る
愚
痴
話

樽
見
義
雄(

石
原
町
二
丁
目)

ぬ
い
ぐ
る
み
抱
い
て
耐
え
て
る
注
射
針

粟
飯
原
勇(

古
谷
上)

応募方法（７月掲載分は５月31日�必着）
●短歌部門＝当季雑詠３首まで、俳句部門＝
当季雑詠２句まで、川柳部門＝雑詠３句まで
●市内在住・未発表・創作のもの・かい書で
明記・すべての漢字にふりがなを付ける・作
品の返却なし・掲載時に選者が手を加える場
合あり
●ハガキに部門・作品・住所・氏名（ふりが
な）・年齢・電話番号を明記し、〒350－
8601川越市役所広聴広報課

ぼ
く
は
、
し
み
ん
の
森
に
み
ん

な
で
虫
と
り
に
行
き
ま
し
た
。

じ
ぶ
ん
の
あ
み
で
コ
ク
ワ
ガ
タ

を
つ
か
ま
え
ま
し
た
。
コ
ク
ワ
ガ

タ
は
、
森
に
あ
る
木
の
近
く
に
い

ま
し
た
。
ま
た
、
じ
ぶ
ん
の
あ
み

で
カ
マ
キ
リ
を
と
り
ま
し
た
。
カ

マ
キ
リ
は
、う
ま
く
と
れ
ま
し
た
。

あ
み
が
、
青
色
で
細
長
く
て
、
の

び
た
り
ち
ぢ
ん
だ
り
す
る
か
ら
で

す
。草

が
、
ぼ
く
の
ズ
ボ
ン
ぐ
ら
い

の
と
こ
ろ
ま
で
の
び
て
い
た
の

で
、
草
を
よ
け
な
が
ら
歩
い
て
、

見
つ
け
に
く
か
っ
た
で
す
。
だ
け

ど
、
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
さ
が

し
た
の
で
、
バ
ッ
タ
や
、
ト
ン
ボ

や
、
カ
マ
キ
リ
と
か
を
つ
か
ま
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。し
か
し
、

あ
み
を
こ
わ
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。す

る
と
…

「
こ
の
カ
マ
キ
リ
と
バ
ッ
タ
、
あ

げ
る
よ
。」

と
友
だ
ち
が
言
っ
た
の
で
、

「
あ
り
が
と
う
。」

と
言
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ぜ
ん

ぶ
で
バ
ッ
タ
が
三
び
き
カ
マ
キ
リ

が
一
ぴ
き
ト
ン
ボ
が
一
ぴ
き
コ
ク

ワ
ガ
タ
が
一
ぴ
き
に
な
り
ま
し

た
。ト

ン
ボ
と
カ
マ
キ
リ
は
弱
っ
て

い
た
の
で
に
が
し
て
あ
げ
ま
し

た
。
心
の
中
で
虫
た
ち
が
、

「
に
が
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。」

と
言
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。
そ
の
と
き
雨
が
ふ
っ
て
き
た

の
で
、
ト
ン
ボ
が
水
の
中
に
お
ち

て
、
し
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
か

わ
い
そ
う
で
し
た
。
バ
ッ
タ
と
コ

ク
ワ
ガ
タ
は
、元
気
だ
っ
た
の
で
、

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
、
だ
い
じ

に
そ
だ
て
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
の
で
、
ま
た
虫
と

り
に
行
き
た
い
で
す
。

虫
と
り
に
い
っ
た
よ

大
東
西
小
学
校
三
年
　
　
山や

ま

内う
ち

高た
か

史ふ
み
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暖かな春の日を受け、安比奈親水

公園を子どもと散歩。すると、子ど

もが「お花がいっぱい」と駆け出し

ました。その先の小川沿いには、ド

ウダンツツジの花が満開です。

もともと、暖かい地方の山地に自

生し、木の高さは１ｍ～３ｍぐらい

になります。せんていに強く、庭木

や生け垣として多く見られます。

ドウダンは「満天星」とも書きま

す。白い小さな花が、夜空に瞬く

星々のようにも見えてきます。

ドウダンツツジは、春の花だけで

なく秋に色づく紅葉もきれい。また、

子どもと楽しめそうです。

ドウダンツツジ
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春
の
ヒ
ト
コ
マ

集
め
て
み
ま
し
た

川
越
の
春
の
風
物
詩
、
小
江
戸
川
越
春
ま
つ
り
が
、
こ
と
し
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

三
月
二
十
六
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
皮
切
り
に
、
市
内
各
所

で
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
こ
と
し
の

小
江
戸
川
越
春
ま
つ
り
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

桜の下を行き交う花見舟桜の下を行き交う花見舟桜の下を行き交う花見舟

小江戸川越大使の池原昭治さん（右から２人目）もテープカットに参加小江戸川越大使の池原昭治さん（右から２人目）もテープカットに参加小江戸川越大使の池原昭治さん（右から２人目）もテープカットに参加

橋の上からシャッターチャンスを狙います橋の上からシャッターチャンスを狙います橋の上からシャッターチャンスを狙います 足並みそろえて蔵の街を進む足並みそろえて蔵の街を進む足並みそろえて蔵の街を進む

出陣を前に気勢を上げる小田原北条手作り甲冑隊の皆さん出陣を前に気勢を上げる小田原北条手作り甲冑隊の皆さん出陣を前に気勢を上げる小田原北条手作り甲冑隊の皆さん

太鼓の音に合わせて踊ります太鼓の音に合わせて踊ります太鼓の音に合わせて踊ります

舟の上から端唄を披露舟の上から端唄を披露舟の上から端唄を披露

石原のささら獅子舞石原のささら獅子舞石原のささら獅子舞

ごう音が小江戸にとどろくごう音が小江戸にとどろくごう音が小江戸にとどろく

老袋の万作、笠松峠の熱演老袋の万作、笠松峠の熱演老袋の万作、笠松峠の熱演 プロの技にびっくりプロの技にびっくりプロの技にびっくりお囃子で菓子屋横丁に来た皆さんをお出迎えお囃子で菓子屋横丁に来た皆さんをお出迎えお囃子で菓子屋横丁に来た皆さんをお出迎え

表通り裏通り



鈴
木
さ
ん
は
、
�
家
の
光
協
会
主
催
の
「
世
界
こ
ど
も

図
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
国
内
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

世
界
六
十
二
の
国
・
地
域
の
小
中
学
生
か
ら
、
五
万
一
千

点
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
鈴
木
さ
ん

は
、
県
内
で
た
だ
一
人
の
受
賞
者
と
な
り
ま
し
た
。

出
品
し
た
絵
の
題
材
は
、
小
学
生
の
時
の
通
学
路
だ
っ

た
、
三
番
町
付
近
。
理
由
を
尋
ね
る
と
、「
い
ち
ば
ん
身

近
だ
っ
た
か
ら
選
び
ま
し
た
」
と
鈴
木
さ
ん
。

小
さ
い
と
き
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
で
、
小
学
校

入
学
後
、
絵
画
教
室
に
通
い
始
め
ま
し
た
。「
今
ま
で
描

い
て
き
た
絵
を
見
る
と
、
着
実
に
成
長
し
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
す
」
と
母
の
伸の

ぶ

子こ

さ
ん
（
49
歳
）。

四
月
か
ら
中
学
生
に
な
っ
た
鈴
木
さ
ん
は
、
吹
奏
楽
部

に
入
部
し
ま
し
た
。「
音
楽
も
好
き
で
、
ア
ル
ト
サ
ッ
ク

ス
を
や
っ
て
み
た

い
」と
語
り
ま
す
。

絵
も
続
け
る
た

め
、
こ
れ
か
ら
忙

し
い
毎
日
に
な
り

そ
う
。「
何
事
に

も
努
力
す
る
」
と

い
う
目
標
を
胸

に
、
中
学
校
で
の

生
活
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

川越市の面積は109.16

まちのできごと 109
ト ー ク

パレット
地域防犯活動のシンボルです
全市をあげて防犯活動に取り組む中、小室町自治会（小

こ

室
むろ

）で

は、使用されていない火の見やぐらに防犯懸垂幕を取り付けまし

た。４月16日に取り付けられ、現在では地域の

皆さんに知られる存在となっています。「風の強

い日に外しておくと、きょうはないの？　と地

域の方に言われます」と自治会長の小
お

澤
ざわ

恒
つね

美
み

さ

ん（76歳）。懸垂幕をきっかけに、地域内の防犯

意識がさらに高まっていくことでしょう。

地域の皆さんの拠点として
３月から４月にかけて、岸町２丁目・山伝（笠

かさ

幡
はた

）・さくら堤

（南
みなみ

田
た

島
じま

）・東本宿の４自治会に新しい自治会館が建設されました。

各自治会館には、老人憩いの家も併設されています。これまでの自治

会館に比べて大きくなり、子ども会の活動から老人会の活動まで、幅

広く地域の皆さんに利用されることが期待されます。

自治会の皆さんで、今後の防犯意識の向上を目指し気勢をあげました自自治会の皆さんで、今後の防犯意識の向上を目指し気勢をあげました自治会の皆さんで、今後の防犯意識の向上を目指し気勢をあげました

鈴す
ず

木き

綺あ
や

夏か

さ
ん
（
12
歳
・
南

み
な
み

通
と
お
り

町ま
ち

）

人

川

越
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絵の題材になった三番町付近で、受賞の盾を手に絵絵の題材になった三番町付近で、受賞の盾を手に絵の題材になった三番町付近で、受賞の盾を手に

取り付けの様子取り付けの様子取り付けの様子

山伝自治会山伝自治会山伝自治会 岸町２丁目自治会岸町２丁目自治会岸町２丁目自治会

東本宿自治会東本宿自治会東本宿自治会

さくら堤自治会さくら堤自治会さくら堤自治会



昨
年
開
通
し
た
市
道
０
０
０
１
号
線
新
城
下
橋
は
、
国
道
２
５
４

号
や
伊
佐
沼
方
面
と
市
街
地
を
結
ぶ
新
た
な
幹
線
道
路
。
新
城
下
橋

は
、
新
河
岸
川
の
上
に
架
け
ら
れ
ま
し
た
。

川
越
に
は
神
社
や
寺
が
多
い
の
で
、
こ
の
橋
の
高
欄
に
は
、
宝
珠

が
乗
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
く
に
本
丸
御
殿
が
あ
り
、
城
の
入
り

口
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
で
、
欄
干
は
木
橋
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま

す
。橋

の
た
も
と
に
あ
る
街
灯
を
見
上
げ
る
と
、電
球
を
覆
う
部
分
が
、

蔵
造
り
風
に
な
っ
て
い
ま
す
。
暗
く
な
っ
て
か
ら
明
か
り
の
つ
い
た

街
灯
を
見
る
と
、
蔵
造
り
の
建
物
に
明
か
り
が
と
も
さ
れ
た
よ
う
に

見
え
ま
す
。

新
城
下
橋
は
、
川
越
ら
し
さ
を
備
え
つ
つ
、
北
の
玄
関
口
と
し
て

の
機
能
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

編集後記
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桜が散り行くのを待っていたかの

ように、木々の若葉が開き始めまし

た。この広報が市民の皆さんのお手

もとに届くころには、私の大好きな

バラをはじめ、いろいろな花が庭先

や公園などに咲きそろっていること

と思います。５月は正に、新緑と彩

り鮮やかな花々の共演。心が安らぎ

ます。気候もよく、屋外でのスポー

ツや、散策など絶好の時期です。自

分の好きな方法を選んで、すがすが

しい汗をかき、心身共に健康になる

きっかけにしたいものです。

表
紙
の
地
図

38

ま
ち
の
中
に
あ
る
美
術
作
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

ア
ー
ト
な

越
川

①新城下橋の高
欄の宝珠
②日中の街灯
③暗くなって明
かりがともさ
れた街灯

市
立
博
物
館

本
丸
御
殿

初雁公園
野球場 ●

 ●
 ●

 ●

市
立
美
術
館

国道254号
新河岸川

新
城
下
橋

武
道
館

武
道
館

武
道
館

ことし１月、川越小学校の校舎西面で壁面緑化を始めました。こ

の壁面緑化は、天然ヤシ繊維のマットとメッシュフェンスに、つる

植物を登らせていく手法で、ヘデラ・ノウゼンカズラ・カロライナ

ジャスミン・トケイソウなどを植栽しています。

この壁面緑化、今は苗を植え付けたばかりなので、植物が目立ち

ません。しかし、７年～10年後には壁の頂上（約15ｍ）まで成長

して、強い西日が建物に直接当たるのを防ぎ、建物内の温度上昇を

抑え、個性的な緑化空間となる予定です。

将来、学校の特色として子どもたちに親しまれるとともに、本市

の環境配慮への象徴になることが期待されます。

問い合わせ…環境政策課みどりの係・℡内線2615

壁面緑化で涼しく過ごす②
環境トピックス

①①①

②

③③③

１m20㎝ほどに成長をして
いるヘデラなどの植物

植物はこの壁を植物はこの壁を植物はこの壁を
登って、頂上を登って、頂上を登って、頂上を
目指します目指します目指します


